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● 耐震改修事例　その３

カリタスの園・小百合の寮（後編）
　この設計は建築・総括：三木・江守・小林、構造：田

中聡（故人）・増田、給排水衛生・空調設備：田中孝（故人）・

松田、電気設備設計：小木戸の８名が連携し進めた。

　各専門分野の作業は次の通りであった。

　構造担当の田中聡が耐震診断、補強設計を行った。

　耐震補強は各ユニットの戸境壁や新設するエレベー

ターシャフト、事務所や厨房の壁を適宜、耐震壁とした。

　また、耐震改修促進法では床面積５０㎡以下の増築が

でき、各ユニットの南側にバルコニーを増設し、これを

耐震補強フレームとした。

　各ユニットの北側にＥＸＰ．Ｊｏｉｎｔで構造的に縁を切り、

鉄筋コンクリート壁式構造２階建ての建物を増築した。

この建物の構造計算・設計は増田信彦が担当した。

　増築建物には、各ユニットの浴室・洗面脱衣・洗濯機

置場・便所などのウォーターセクション、及び共用廊下

と各ユニットの出入口・玄関などを組み込んだ。

　１階の中央には管理事務所・厨房・エレベーター及び

既存の直通階段を配置し、１階の東側に幼児の２ユニッ

トを、西側には男子学童の１ユニットを配置した。

　２階の西側には男子学童の１ユニットを、東側は女子

学童の２ユニットを配置し、男女の間に短期体験利用室

（ショートステイ）を配置した。

　３階は、増築棟の屋上庭園に向けて開放した地域交流

スペース、図書室、職員休憩室や医務室、心理室、親子

訓練室、聖堂などのコモン・スペースを配置した。

　エレベーターは３階まで各階に停止する。

　以上の計画は、中廊下型の「大舎制」から、６つのユニッ

トがそれぞれ独立し、北側に共用廊下、南側にバルコニー

を持ち、２方向避難が確保された「グループホーム」に生

れ変わった。

　建築・構造設計を基に、設備設計を田中孝がまとめた。

給排水衛生ガス設備は２階建て増築棟、及び１階厨房を

中心に設計し、南側の居住空間は主に空調換気設備が中

心となり、各ユニットのリビングにはガス温水床暖房を

設備し、南側バルコニーには空調室外機置場を確保した。

　配管・配線は既存建物の梁貫通スリーブを積極的に活

用した。

　電気設備は小木戸正が担当し、受変電幹線から照明器

具や電話・ＴＶ共聴設備等を、一新した。

　工事は、駐車場に幼児が居住する仮設建物の仮使用申

請を行い、食事供給の外注化と厨房の停止により１階か

ら着手した。

　１階の工事が完了すると、２、３階の寮生や職員は１

階に引越し、２階の改修工事に着手した。

　既存の内外装仕上材や二次部材を除去して躯体を表

し、中性化防止処理の上、室内側は珪藻土塗装仕上げと

し、外壁側はＧＲＣ複合断熱パネル、屋根面は外断熱防

水とし、建物全体を断熱材で包み、開口部はペアガラス

断熱サッシとした。

　この外断熱設計は、躯体温度を室内温度に近づけ、冬

期に直達日射により、躯体に蓄熱するパッシブソーラ―

建物へ改修を意図するものである。

　本事業は２００８年から５年以上の期間を要し、直接工

事費は４億円弱であった。

　これ等の工事費は東京都及び杉並区の多額の補助金・

助成金で賄われた。

　１、２階が竣工すると、寄贈された新品の二段ベツト

や寝具、ロッカー机・椅子、食卓・食器棚・冷蔵庫、洗

濯機やカーテン・寝具等の真新しい家具・什器・備品が

搬入され、寮生の新生活が始まった。

　本事業は平成２５年度・日本建築防災協会・理事長賞

となり、建築主・設計チーム、施工会社・杉並区が表彰

された。
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